
地域交流スペース部分

小規模多機能型居宅介護部分
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子どもの学習サポートや各種教室など
地域ニーズに合わせた活動を実施できるスぺ―ス

宿泊室にはトイレと洗面を設置
プライバシーが確保でき、排泄等の自立を促す

夜に寝付けないひとは
和室の空間で就寝することができる
スタッフが寄り添い安心感をえること
ができる

1階の様子を緩やかに伝える吹き抜け
上下階の状況を理解できる

宿泊スペースを個室とすることで
看取りに対応することもできる

個室であるため感染者が発生した時も
隔離が行いやすく他者への拡大を防ぐ

車いすでも使用可能なエレベータ―

子ども達は外部からアクセスすることもできる


